
寺内廃寺跡（熊谷市） 寺内廃寺は八世紀に創建が始まった伽藍施設を備えた本格的な寺院とされる

　　　「アソシエイツゴルフ場」のしたの○印の個所が寺内廃寺跡

インターネットより



○印個所の拡大図

インターネットより



点線がゴルフ場のネットフェンス位置

　　寺内廃寺跡図
インターネットより



埼玉県立歴史と民族の博物館編「埼玉の古代寺院」より



　　　　　　ゴルフ場の右下位置（フェンス内がゴルフ場）



　　　　　車の位置あたりが寺内廃寺跡図の「参道跡」部分



　　　　　　　反対方向から見る



　　　　　　この中に寺内廃寺があった







「参道跡」あたり





　　　　この奥に寺内廃寺があった





武蔵寺内廃寺塔跡　1

インターネットより



武蔵寺内廃寺塔跡　2

インターネットより



寺内廃寺の資料が展示されている熊谷市立江南文化財センター







　　上から一直線上に講堂、金堂、中門跡（金堂の右は塔跡）





　金堂と三重塔の復元模型

　　　　　　塔は一辺が12ｍの基壇が発掘され、高さ15メートルと想定
インターネットより インターネットより















http://www.kumagaya-bunkazai.jp/museum/terauti/index.htm

http://www.kumagaya-bunkazai.jp/museum/terauti/index.htm

